
左京区基本計画（第3期）案

概要版・意見募集冊子

左京区では，平成 23 年に策定した左京区基本計画（第２期）「左京はあとふるプラン」が令和２年度に計画

期間を終了するため，新たな計画の策定に取り組んでいます。

策定に向けては，地域団体や区民の皆様と意見交換を実施し，また，学識経験者や地域で活動されている方

などからなる「次代の左京まちづくり会議」において，議論を重ねてきました。

この度，左京区基本計画（第３期）案を作成しましたので，区民の皆様からご意見をいただきたく募集さ

せていただきます。 応募方法は 6 ページをご覧ください

自
然

文
化

ひ
と

左京の新たな基本計画へのご意見をお寄せください！
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計画の位置付け

計画の特徴 新たな課題や社会情勢の変化

■	 新たな課題や社会情勢の変化を踏ま
えて，整理・修正した計画

■	 幅広い方々のご意見を反映した計画
■	 左京区まちづくりの指針・拠り所と
なる計画

■	 区誕生 100 周年 (2029 年 ) に向けて，
新たなまちづくりのステップとなる
計画

■	 ＳＤＧｓへの対応
■	 社会的孤立の顕在化
■	 人口減少，少子化，高齢化による担
い手不足

■	 価値観・ニーズの多様化
■	 外国籍市民等の増加　
■	 新型コロナウイルス等感染症や自然
災害の脅威

■	 厳しい京都市財政，持続可能な行財
政の確立

世界文化自由都市宣言

京都市基本構想
〈25 年間〉2001 年～ 2025 年

京都市基本計画

基本構想の具体化のために全市的
観点から取り組む主要な政策を示す計画

京都市基本計画（第１期）

2001 年～ 2010 年〈10 年間〉

はばたけ未来へ！京プラン

京都市基本計画（第２期）
2011 年度～ 2020 年度〈10 年間〉

京都市基本計画（第３期）

2021 年度～ 2025 年〈５年間〉

部門別計画

相互補完

相互補完

相互補完

地域別計画

左京区基本計画

基本構想に基づく各区の個性を生かした
魅力ある地域づくりの指針となる計画

左京区基本計画（第１期）

2001 年～ 2010 年〈10 年間〉

左京はあとふるプラン

左京区基本計画（第２期）
2011 年度～ 2020 年度〈10 年間〉

左京区基本計画（第３期）

2021 年度～ 2025 年〈５年間〉
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※SDGs（持続可能な開発目標）：平成 27（2015）年の国連サミットで採択された，令和 12（2030）年までを期間とする国際目標。
　持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットを定めたもの。

〈第 3期〉2021 ～ 2025

左京区基本計画（第３期）

【計画の目指すところ】
左京の自然や文化を大切にし，誰一人取り残さない持続可能なまちづくりを進めます

各分野において取組を推進 各分野横断的に取組を推進

持続的に発展するまちづくりのサイクルを確立推進体制の充実

《 区誕生 100 周年，さらにその先の未来に向けて 》

12 の取組分野

地域別の目標

■ 目標１　美しい自然のまちづくり

■ 目標２　歴史・文化・学問のまちづくり

■ 目標３　ひとにやさしいぬくもりのまちづくり

まちづくりの基本姿勢・要素

「誰一人取り残さない」
SDGsの理念を踏まえた
持続可能なまちづくりの

推進

① つながり
住民同士や地域間，各団体間，

事業者間等における
「交流・つながり」の促進

② 協働
区民・事業者や様々な団体・機関に
よる参加・連携・協働による

まちづくりの推進

⑤ 左京愛
「左京ファン」の拡大と
まちの「担い手・支え手」の

育成

③ 共生
多様性を互いに尊重しながら
共に生きるまちの推進

④ なりわい
産業振興・しごと創造による地域活性化，
生活基盤の安定と定住化の促進，

地域内経済循環の促進
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新型コロナウイルス感染症の拡大が社会へもたらした影響の大きさを踏まえ，左京区基本計画（第３期）では，

新しい生活スタイルの浸透，地域活動のあり方の検討，行政手続き等の更なる ICT 化の推進などに取り組み，

全てのひとが支え合いながら，住み慣れた
地域で暮らしていくことができる地域共生
社会を実現するまちづくりを進めます。

誰もが人とのつながりや生きがい，
役割を持ち，社会的に孤立するこ
となく，いきいきと安心して過ご
すことができる。

区民一人ひとりができること※
行政（区役所・市役所）が
すること。

区民と行政・事業者・
大学等が協働ですること。

12 地域コミュニティ・安心安全

11 障害者福祉

10 健康長寿

9 子どもはぐくみ

8 大学のまち・学びのまち

7 文化・芸術

6 観光

5 歴史資源・文化財・伝統行事

4 防災・消防

3 自然と調和した都市基盤整備

2 まちの美化・景観

1 自然環境

ひとにやさしいぬくもりのまちづくり

目指すところ

左
京
の
自
然
や
文
化
を
大
切
に
し
，
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す 互いを認め合い，交流を深め，地域

活動への参加を呼びかけましょう。

地域で福祉に取り組む意識を
受け継ぎましょう。

楽しみながら生涯を通じて
健康づくりに取り組みましょう。

子どもや子育て家庭を地域全体で
見守り，育てましょう。

地域の団体との連携により，
地域活動の輪を広げましょう。

地域でいきいきとすこやかに
暮らせるよう交流しましょう。

地域で顔の見える関係づくりを
進めましょう。

子どもや子育て家庭の
安心・安全を確保しましょう。

地域間の交流と情報の共有を
支援します。

地域のネットワークづくりを
推進します。

健康づくりの機運を高め，区民が
主役の「健康長寿のまち・左京」を
目指します。

妊娠前から育児期，青年期に至るま
で，切れ目のない支援を推進します。

地域と大学・学生との交流を
図りましょう。

文化・芸術を楽しみましょう。

観光客に左京区の文化を
伝えましょう。

左京区の歴史や文化を学び，
伝統行事を守り伝えましょう。

大学の発想を生かした
まちづくりを進めましょう。

文化・芸術の創造と発信に
取り組みましょう。

自然を生かし，市民生活と調和した
持続可能な観光の仕組みづくりを
進めましょう。

学校等との連携により，歴史や文化
を学ぶ仕組みをつくりましょう。

大学・学生と地域・行政等が連携
できる仕組みづくりを進めます。

文化・芸術を身近に感じられる
環境づくりと，文化・芸術の活用
に取り組みます。

地域の魅力を生かし，市民生活や
地域にとっての豊かさにつながる
観光を支援します。

文化財・伝統行事の保存・継承や
活用を進めます。

自然災害等に対する防災意識を
高めましょう。

自然資源を暮らしの中で
使いましょう。

美しいまちを目指しましょう。

『自然を愛でるこころ』を
大切にしましょう。

長期的な視点で力を合わせて
防災に取り組みましょう。

まちの緑や景観を守りましょう。

地域での一斉清掃などの取組を
行いましょう。

自然を育み，生かして，
次代に継承しましょう。

災害に強いまちづくりを
進めます。

自然に配慮した都市基盤整備を
進めます。

環境保全に関する啓発を強化し，
景観に配慮した整備を進めます。

広域的・長期的視点で
自然を生かした取組を進めます。

5年後の
すがた

目
標

豊かな歴史と多彩な文化，
多くの大学が集まる学問の魅力を
更に高めるまちづくりを進めます。

伝統を生かしつつ、新しい魅力を
創造している。文化によって社会，
経済が活性化されている。

歴史・文化・学問のまちづくり

5年後の
すがた

目
標

緑あふれる美しい自然を守り育て，
脱炭素・自然共生・循環型社会を実現し，
環境と調和したまちづくりを進めます。

美しい自然環境と自然資源を活用し，
持続可能な生活を実現している。

美しい自然のまちづくり

5年後の
すがた

目
標

計画の目指すところと
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同様の脅威が起きたときを想定し，ウィズコロナ時代に適応した３密対策や手洗い・消毒，マスク着用などを示した

持続可能な安心安全のまちづくりを目指します。

全てのひとが支え合いながら，住み慣れた
地域で暮らしていくことができる地域共生
社会を実現するまちづくりを進めます。

誰もが人とのつながりや生きがい，
役割を持ち，社会的に孤立するこ
となく，いきいきと安心して過ご
すことができる。

区民一人ひとりができること※
行政（区役所・市役所）が
すること。

区民と行政・事業者・
大学等が協働ですること。

12 地域コミュニティ・安心安全

11 障害者福祉

10 健康長寿

9 子どもはぐくみ

8 大学のまち・学びのまち

7 文化・芸術

6 観光

5 歴史資源・文化財・伝統行事

4 防災・消防

3 自然と調和した都市基盤整備

2 まちの美化・景観

1 自然環境

ひとにやさしいぬくもりのまちづくり

目指すところ

左
京
の
自
然
や
文
化
を
大
切
に
し
，
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す 互いを認め合い，交流を深め，地域

活動への参加を呼びかけましょう。

地域で福祉に取り組む意識を
受け継ぎましょう。

楽しみながら生涯を通じて
健康づくりに取り組みましょう。

子どもや子育て家庭を地域全体で
見守り，育てましょう。

地域の団体との連携により，
地域活動の輪を広げましょう。

地域でいきいきとすこやかに
暮らせるよう交流しましょう。

地域で顔の見える関係づくりを
進めましょう。

子どもや子育て家庭の
安心・安全を確保しましょう。

地域間の交流と情報の共有を
支援します。

地域のネットワークづくりを
推進します。

健康づくりの機運を高め，区民が
主役の「健康長寿のまち・左京」を
目指します。

妊娠前から育児期，青年期に至るま
で，切れ目のない支援を推進します。

地域と大学・学生との交流を
図りましょう。

文化・芸術を楽しみましょう。

観光客に左京区の文化を
伝えましょう。

左京区の歴史や文化を学び，
伝統行事を守り伝えましょう。

大学の発想を生かした
まちづくりを進めましょう。

文化・芸術の創造と発信に
取り組みましょう。

自然を生かし，市民生活と調和した
持続可能な観光の仕組みづくりを
進めましょう。

学校等との連携により，歴史や文化
を学ぶ仕組みをつくりましょう。

大学・学生と地域・行政等が連携
できる仕組みづくりを進めます。

文化・芸術を身近に感じられる
環境づくりと，文化・芸術の活用
に取り組みます。

地域の魅力を生かし，市民生活や
地域にとっての豊かさにつながる
観光を支援します。

文化財・伝統行事の保存・継承や
活用を進めます。

自然災害等に対する防災意識を
高めましょう。

自然資源を暮らしの中で
使いましょう。

美しいまちを目指しましょう。

『自然を愛でるこころ』を
大切にしましょう。

長期的な視点で力を合わせて
防災に取り組みましょう。

まちの緑や景観を守りましょう。

地域での一斉清掃などの取組を
行いましょう。

自然を育み，生かして，
次代に継承しましょう。

災害に強いまちづくりを
進めます。

自然に配慮した都市基盤整備を
進めます。

環境保全に関する啓発を強化し，
景観に配慮した整備を進めます。

広域的・長期的視点で
自然を生かした取組を進めます。

5年後の
すがた

目
標

豊かな歴史と多彩な文化，
多くの大学が集まる学問の魅力を
更に高めるまちづくりを進めます。

伝統を生かしつつ、新しい魅力を
創造している。文化によって社会，
経済が活性化されている。

歴史・文化・学問のまちづくり

5年後の
すがた

目
標

緑あふれる美しい自然を守り育て，
脱炭素・自然共生・循環型社会を実現し，
環境と調和したまちづくりを進めます。

美しい自然環境と自然資源を活用し，
持続可能な生活を実現している。

美しい自然のまちづくり

5年後の
すがた

目
標

計画の概要

※「区民一人ひとりができること」には，事業者や大学等それぞれがすることも含みます。
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地域 方向性

北部地域
（花脊峠以北）
（花脊・別所・広河原・久多）

中南部地域との交流を進め，定住者の増加を図りながら，
美しい自然環境，農林業，伝統文化を守り育て，未来へ継
承することを目指します。

北部地域
（花脊峠以南）
（八瀬・大原・静原・市原野・鞍馬）

自然を守りながら，若者や観光客にも地域の素晴らしさ
をアピールし，できるだけ多くの新しい住民を迎えて活気
があふれるまちづくりを進めていきます。

中部北地域
（上高野・松ケ崎・岩倉北・

岩倉明徳・岩倉南）

文教施設や福祉施設も多く，区民の交流拠点ともなる左
京区総合庁舎などとも連携を深めながら，ぬくもりのある
すこやかなまちづくりを進めます。

中部南地域
（北白川・養正・養徳・下鴨・葵・

修学院・修学院第二）

地域住民が協力し，誰もが気持ち良く行き交える美しい
まちづくり，伝統行事の活性化などに取り組み，誰もが住
み続けたいと愛着を感じられるまちを目指します。

南部地域
（川東・吉田・岡崎・聖護院・

錦林東山・浄楽・新洞）

まちを美しくし，地域の魅力を更に高めながら，地域で
暮らす人や訪れる人たちが積極的に触れ合い，交流を深め，
共生できる関係づくりを進めます。

左京北部山間地域の現状と課題，方向性

 左京北部山間地域は，過疎化で維持が危ぶまれる集落もあり，

文化の継承や山林の管理も難しくなるなど，課題が深刻であるた

め，関係機関や専門家等と連携し，その課題や方向性について更

なる検討を進めます。

【方向性】

● 自然環境の保全と地域の活性化の調和を図り，現在の住民が

安心して住み続けられる環境づくりを行う。

● 農を活かした魅力創造を図り，定住者の増加を図るとともに，

農林業と伝統文化の次代の担い手づくりを行う。

● 道路改良など交通手段の確保と都市基盤の整備を進める。

広河原 久多

花脊

別所

尾越

大見

百井

地域別の方向性
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左京区基本計画（第３期） 案への
意見募集

区民の皆様からのご意見をお待ちしています。

	【募集期間】

令和 3 年 3 月 24 日（水）～ 4 月 24 日（土）〈必着〉

【提出方法】

裏表紙「左京区基本計画（第３期）案への意見募集用紙」にご記入いただき，郵便，FAX
又は E-mail でお送りください。左京区役所ホームページからもお寄せいただけます。

　○ 郵　送： 〒 606 - 8511　左京区役所地域力推進室企画担当

　○ F A X： 075 - 702 - 1301

　○ E-mail： sakyo@city.kyoto. lg. jp

　○ ホームページ入力フォーム： 
         https://sc .c ity.kyoto. lg. jp/mult i form/mult i form.php?form_id=4430

【配布場所】

左京区基本計画（第３期）案は，左京区役所，八瀬・大原・静市・花脊・久多出張所等で配布し，
左京区役所ホームページにも掲載しています。

左京区役所ホームページ：https://www.city.kyoto. lg. jp/sakyo/

【その他】
いただいたご意見（個人に関する情報等を除く）は公開する場合があります。
また，ご意見に対する個別の回答は致しませんので，ご了承ください。

【問い合わせ】 

　左京区役所地域力推進室企画担当 075-702-1021

「左京区基本計画（第３期）案」は，この「概要版」とともに，詳しい内容を記載した「本冊」も
作成しております。そちらもご覧いただける方は，左京区役所のホームページでご覧いただくか，
地域力推進室でお求めください。



左京区基本計画（第３期） 案への意見募集用紙
　　［宛先］ＦＡＸ：０７５ - ７０２ -１３０１　　 　E-mail：sakyo@city.kyoto.lg.jp
　　　　　　郵 便：〒 606-8511 左京区役所地域力推進室企画担当
※ いただいたご意見（個人に関する情報等を除く）は公開する場合があります。また，ご意見に対する個別の回答は致しませんので，ご了承ください。
※ この用紙を郵送，ＦＡＸ又は E-mail 用紙としてご利用ください。なお，その他の用紙でも結構です。

◆	「左京の自然や文化を大切にし，誰一人取り残さない持続可能なまちづくりを進めます」という計画の目指
すところや，「①つながり，②協働，③共生，④なりわい，⑤左京愛」という基本姿勢・要素について，ご
意見をお聞かせください。

◆	［目標１］美しい自然のまちづくり，［目標２］歴史・文化・学問のまちづくり，［目標３］ひとにやさしい
ぬくもりのまちづくりのそれぞれの取組について，ご意見をお聞かせください。

◆	この先５年の左京区のまちづくりの中で，あなた自身が，もっと良くなってほしいと思うこと，または，
かかわっていきたいことについて，ご意見をお聞かせください。

◆	その他，計画全般について，ご意見があれば，お聞かせください。

◆	差し支えなければ，あなたご自身のことをお聞かせください。

住　所 ・左京区（	　　　　　　　　　　　　　　　　）※学区，町名等をご記入ください

・左京区以外（	　　　　　　　　　　　　　　）※行政区，市町村名等をご記入ください

年　齢 20 歳未満		・		20 歳代		・		30 歳代		・		40 歳代		・		50 歳代		・		60 歳代		・		70 歳代		・		80 歳代以上
　　　　※該当に〇印をご記入ください
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